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1 クラスの構造
クラスの構成要素は、次のとおりである。

データメンバは、フィールド(field)と呼ばれる場合もある。
Ｊａｖａでは、クラスのインスタンス(instance)をオブジェクト(object)と呼ぶ。
(1)  クラス(class)

1  基本クラス = スーパークラス
2  派生クラス = サブクラス
(2)  データメンバ(data member)

1  インスタンス変数
2  クラス変数
(3)  メソッド(method)

1  インスタンスメソッド
2  クラスメソッド
【考察】

2 オブジェクトの宣言/作成
【構文①】－ オブジェクトの宣言
  class-name    object-name;
· "オブジェクトの宣言"は、オブジェクトを参照するオブジェクト名を宣言するだけであり、実際にはオブジェクトを作成してはいない。
【構文②】－ オブジェクトの作成
  object-name = new   class-name(argument-list);
· "オブジェクトの作成"は、実際に主記憶装置上にオブジェクトを割り当て、その参照をオブジェクト名に代入する。
· "オブジェクトの作成"は、オブジェクトの宣言と同時に行うこともできる。
【例題1】
[ファイル名]

 P169app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P169 appクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P169app"とすること。
【考察】
【例題2】
[ファイル名]

 P169appa.java

[プログラム]

 public  class   P169appa{

     public  static  void    main(String args[]) {

         String  str1 = new String("Hello from Java!");//  オブジェクトの宣言と作成
         String  str2 = new String(str1);              //  オブジェクトの宣言と作成
         System.out.println(str1);

         System.out.println(str2);

         str1 = "My name is XXXXXXX XXXXX.";           //  str1に氏名を格納
         System.out.println(str1);

         System.out.println(str2);

     }

 }   // End of P169appa.java

【考察】
【例題3】
[ファイル名]

 P169appb.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P169 appクラスのプログラムを次のように変更し、実行しなさい。
[プログラム]

 //  クラスオブジェクトの宣言と作成(P169改)

 public  class   P169appc    {

     public  static  void    main(String args[]) {

               途中省略
         String  s5;
         s5 = s1;
         s5 = "My name is XXXXXXX XXXXX.";           //  この行を追加する
         System.out.println(s1);

               以降省略
【考察】
【例題4】
[ファイル名]

 P169appx.java

[プログラム]

 //  クラスオブジェクトの宣言と作成(P169改)

 public  class   P169appx    {

     public  static  void    main(String args[]) {

         StringBuffer    s1 = new StringBuffer("Hello from Java!");

         StringBuffer    s2 = s1;            //  オブジェクトの代入
         System.out.println("s1 = " + s1);

         System.out.println("s2 = " + s2);

         s1.replace(6, 10, "to");            //  s1オブジェクトを変更
         System.out.println("s1 = " + s1);

         System.out.println("s2 = " + s2);

     }

 }

【考察】
3 クラスの宣言/定義
【構文③】－ クラスの宣言
(a)  access  class   class-name
(b)  access  class   class-name  extends  super-class
(c)  access  class   class-name  implements  interface
(d)  access  class   class-name  extends  super-class  implements  interface
access       … アクセス指定子は、クラスをアクセスできる範囲やクラスの性質を
                指定する。
	public
	クラスを外部からアクセスできる。

	abstract
	クラスが"抽象クラス"であることを宣言する。

	final
	このクラスからサブクラスを派生できないようにする。


super-class  … このクラスのスーパークラスを指定する。extendsを省略すると、
                "java.lang.Object"を指定したものと解釈される。
                また、Javaでは多重継承は認められていない。
interface    … このクラスが実装するインタフェースを宣言する。
【構文④】－ クラスの定義
  access  class   class-name  [extends  super-class]  [implements  interface]  {
      field-declaration;
      method-declaration;
  }
· クラスの本体の実装を、"クラスの定義"と言う。
· "クラスの定義"は、属性(データメンバ/フィールド)と操作(メソッド)の実装を記述する。
· クラスとメソッドの命名規約(design signature)は、"JavaBeans"やコンポーネント技術を考慮して、次のようにする。(http://java.sun.com/products/javabeans/docs/spec.html)

(1)  クラス名は、頭文字を大文字とし2文字目以降は小文字で揃える。
(2)  メソッド名とデータメンバ名は、小文字を基本とする。
(3)  識別子に、複数の単語を組み合わせる場合は、各単語の頭文字を大文字にする。ただし、メソッド名とデータメンバ名では、先頭の単語の頭文字は小文字とする。
(4)  データメンバの値を変更するメソッド名は、"set<データメンバ名>"とする。
(5)  データメンバの値を返すメソッド名は、"get<データメンバ名>"とする。
(6)  boolean型データメンバの値を返すメソッド名は、"is<データメンバ名>"とする。
(a)  field-declaration － データメンバ/フィールドの定義
[access]  [static]  [final]  type  variable_name;
 access      … アクセス指定子は、データメンバをアクセスできる範囲を指定する。
	公開範囲            アクセスレベル
	private
	省略
	protected
	public

	同一クラス
	○
	○
	○
	○

	同一パッケージ
	サブクラス
	×
	○
	○
	○

	
	非サブクラス
	×
	○
	○
	○

	他のパッケージ
	サブクラス
	×
	×
	○
	○

	
	非サブクラス
	×
	×
	×
	○


 static      … クラス変数を定義する場合に指定する。クラス変数は、共有される変
                数であり、オブジェクトへ組み込まれない変数である。
 final       … 変数への代入を許可しない場合に指定する。final変数は、使用する
                前に初期化しておく必要がある。⇒ 定数
 type        … 基本データ型やクラスを指定する。
(b)  method-declaration － メソッドの定義
[access]  [static]  [abstract]  [final]  type  method_name(parameter_list);
 access      … アクセス指定子は、メソッドをアクセスできる範囲を指定する。
                詳細は、前述(a)を参照すること。
 static      … クラスメソッドを定義する場合に指定する。クラスメソッドは、オブ
                ジェクトを生成しなくても呼び出すことができる。
	メソッド                        修飾子
	abstract
	final

	クラスメソッド
	×
	○

	インスタンスメソッド
	○
	○


 abstract    … 抽象メソッドを定義する場合に指定する。抽象メソッドは、メソッド
                の戻り型やシグネチャ(メソッド名、仮引数の型及び数)の宣言のみで
                メソッド本体の実装を定義しない。⇒ 純粋仮想関数
 final       … オーバーライドと隠蔽を許可しない場合に指定する。finalメソッド
                はサブクラスによるオーバーライドと隠蔽を防止する。
                なお、finalとabstractは相反する属性を持つため、同時には指定で
                きない。
 type        … 戻り値の基本データ型やクラスを指定する。
 parameter_list … メソッドの起動時に受け取る仮引数のデータ型と変数名を指定す
                   る。この仮引数は、このメソッドのローカル変数となる。
4 インスタンス変数とクラス変数
クラスのデータメンバには、インスタンス変数とクラス変数がある。

インスタンス変数は、プログラム内で生成されたオブジェクトごとに記憶領域が割り当てられるが、クラス変数は、プログラム内に唯一記録領域が割り当てられ共有される。
· データメンバのアクセス
(a)  インスタンス変数 … オブジェクト名.データメンバ名
(b)  クラス変数       … クラス名.データメンバ名(オブジェクト名.データメンバ名)

【例題5】
[ファイル名]

 P173app1.java

[プログラム]

 //  インスタンス変数を扱うプログラム(P173)

 import  java.lang.*;

 class   Message {                       //  messageを格納するMessageクラスの定義
     String  message = new String();     //  データメンバの定義と初期化
 }

 public  class   P173app1    {

     public  static  void    main(String args[]){

         Message Hello = new Message();  //  オブジェクトの生成と初期化
         Message Namae = new Message();  //  オブジェクトの生成と初期化
         Hello.message = "Hello from Java!!";//  インスタンス変数にＣ文字列を代入
         Namae.message = "XXXXXXX XXXXX";    //  各自の名前を記述
         System.out.println("Hello = " + Hello.message);

         System.out.println("Namae = " + Namae.message);

     }

 }

【考察】
· データメンバmessageが、オブジェクトごとに異なる値(属性)を格納していることを確認すること。

【例題6】
[ファイル名]

 P173app.java, P173Data.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P173 appクラス及びDataクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P173app"とすること。
【考察】
【例題7】
[ファイル名]

 P175app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P175 appクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P175app"とすること。
【考察】
【例題8】
[ファイル名]

 P175app1.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P175のプログラムを次のように変更しなさい。なお、クラス名"app"はクラス名"P175app1"とすること。
(a)  Dataクラスに次のメソッドを追加する。
 public  String  put_string(){          //  私的データメンバを出力するメソッド
     return data_string;

 }
(b)  "P175app1"クラス名のデータメンバstringの初期化を、次のように変更する。
 String  string = data.data_string;

 String  string = data.put_string();    //  公開メソッドの呼び出し
【考察】
【例題9】
[ファイル名]

 P176app1.java

[プログラム]

 //  クラス変数を扱うプログラム(P176)

 import  java.lang.*;

 class   Message {                       //  messageを格納するMessageクラスの定義
     String  message = new String();     //  データメンバの定義と初期化
     static  String  comment = new String(); //  データメンバの定義と初期化
 }

 public  class   P176app1    {

     public  static  void    main(String args[]){

         Message Hello = new Message();  //  オブジェクトの生成と初期化
         Message Namae = new Message();  //  オブジェクトの生成と初期化
         Hello.message = "Hello from Java!!";//  インスタンス変数にＣ文字列を代入
         Namae.message = "XXXXXXX XXXXX";    //  インスタンス変数にＣ文字列を代入
         Hello.comment = "Java programming Black Book";

         Namae.comment = "CORIOLIS impress";

         System.out.println("Hello = " + Hello.message);

         System.out.println("Namae = " + Namae.message);

         System.out.println("comment = " + Message.comment);

     }

 }

【考察】
· Javaではstatic変数は、"クラス名.データメンバ名"あるいは"オブジェクト名.データメンバ名"でアクセスするが、いずれの場合も共有領域にあるクラス変数にアクセスすることになる。

【例題10】
[ファイル名]

 P176app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P176 appクラス及びdataクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P176app"と、またクラス名"data"はクラス名"P176data"とすること。
【考察】
· テキストでは、クラス変数へのアクセスにインスタンス名を使用しているが、これをクラス名に変更してプログラムを実行しなさい。

【例題11】
[ファイル名]

 P177app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P177appクラス及びdataクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P177app"と、またクラス名"data"はクラス名"P177data"とすること。
【考察】

5 メソッドの定義
メソッドは、次の形式で定義する。
[access]  [static]  [abstract]  [final]  type  method_name(parameter_list){
    statements;
    [return [return_value];]
}
return_value   … メソッドの呼び出し元に返す値を指定する。なお、呼び出し元に値を返さ
                  ない場合は、省略可能。
プログラムからメソッドを呼び出すと、()内の実引数の
値がメソッドの仮引数に引き渡される。
· 実引数が基本データ型あるいはリテラルの場合は、
"値渡し(call by value)"となる。
· 実引数がオブジェクトあるいは配列の場合は、"参
照渡し(call by reference)"となる。

【例題12】
[ファイル名]

 P178app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P178appクラス及びprinterクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P178app"と、またクラス名"printer"はクラス名"P178printer"とすること。
【考察】

【例題13】
[ファイル名]

 P178app1.java

[プログラム]

 //  メソッドを扱うプログラム(P178)

 import  java.lang.*;

 class   Member  {

     int     id;                             //  IDを格納するデータメンバ
     String  namae;                          //  氏名を格納するデータメンバ
     void    show(){                         //  データメンバを表示するメソッド
         System.out.println("ID  : " + id);

         System.out.println("名前: " + namae);

         return;

      }

 }

 public  class   P178app1{

     public  static  void    main(String args[]){

         Member  personal = new Member();    //  Memberクラスのオブジェクトの生成
         personal.id = 200412;               //  データメンバにidを格納
         personal.namae = "XXXXXXX XXXXX";   //  データメンバに氏名を格納
         personal.show();                    //  メソッドの呼び出し
     }

 }

【考察】
【課題1】
[ファイル名]

 P178app2.java

[プログラムの説明]

 【例題13】のプログラムを次のとおりに変更し、実行しなさい。なお、クラス名"P178app1"はクラス名"P178app2"とすること。
(1)  Memberクラスのデータメンバを、private属性に変更しなさい。
(2)  Memberクラスのデータメンバに、データを格納するメソッドを追加しなさい。
[プログラム]

 public  class   P178app2{

     public  static  void    main(String args[]){

         Member  personal = new Member();

         personal.setId(200412);             //  データメンバIDに番号を格納
         personal.setNamae("Seiichi Ikeda"); //  データメンバnamaeに氏名を格納
         personal.show();                    //  データメンバを表示
 }

【考察】

【例題14】
[ファイル名]

 P180app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P180 appクラス及びprinterクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P180app"と、またクラス名"printer"はクラス名"P180printer"とすること。
【考察】

【例題15】
[ファイル名]

  P182app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P182 appクラス及びprinterクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P182app"と、またクラス名"printer"はクラス名"P182printer"とすること。
【考察】
【例題16】
[ファイル名]

 P183app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P183 appクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P183app"とすること。
[出力例]

 [コンパイル&実行(Z)]eq \x(F8)を行なうと、下記のようなメッセージが表示されるので、キーボードから"C"と入力して、コマンドプロンプトを起動する。
   Command line arguments･･･
    -- Press any key to exit (Input "c" to continue) --
 次に、テキスト・P183のアプリケーションの起動の様子のとおりに、P183appを起動する。
   D:\Home\User1XX\Java>java P183app Now is the time
 さらに、テキスト・P184のアプリケーションの起動の様子のとおりに、P183appを起動する。
   D:\Home\User1XX\Java>java P183app "'Now' is" "\\the \"time\""
 出力結果を確認したら、キーボードから"EXIT"と入力して、コマンドプロンプトを終了する。
   D:\Home\User1XX\Java>EXIT
【考察】
【例題17】－ return文
[ファイル名]

 P185app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P185 appクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P185app"とすること。
【考察】
【例題18】－ クラスメソッド(1)

[ファイル名]

 P186app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P186 appクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P186app"と、またクラス名"calculator"はクラス名"P186calculator"とすること。
 なお、テキスト・P186～P187にかけてソースプログラムが分割してコーディングされているが、"P186app.java"内に記述すること。
【考察】
【例題19】－ クラスメソッド(2)

[ファイル名]

 P187app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P187 appクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P187app"と、またクラス名"calculator"はクラス名"P187calculator"とすること。
【考察】
· Javaではstaticメソッドは、"クラス名.メソッド名"あるいは"オブジェクト名.メソッド名"で呼び出すことができる。


【例題20】－クラスメソッド(3)

[ファイル名]

 P187app1.java

[プログラム]

 //  クラスメソッドを扱うプログラム(P187)

 import  java.lang.*;

 class   Pai {                               //  円周率を定義するクラス
     private static  double  PI = 3.14159265358979;

     public  static  double  getPI(){        //  データアクセスメソッド
         return PI;

     }

 }

 public  class   P187app1{

     public  static  void    main(String args[]){

         double  radius, area, circumference;

         radius = 15;                        //  半径を代入
         area = Pai.getPI() * radius * radius;           //  面積を求める
         circumference = 2.0 * Pai.getPI() * radius;     //  円周を求める
         System.out.println("半径 = " + radius);

         System.out.println("面積 = " + area);

         System.out.println("円周 = " + circumference);

     }   //  End of main()

 }

 【考察】
【例題21】
[ファイル名]

 P187app2.java

[プログラムの説明]

 【例題20】のプログラムについて、半径をキーボード入力するために、次のように自作クラス"input"を作成し、importにより"P187app2.java"にインポートする。
[プログラム]

 //  キーボードからの入力を行う自作inputクラス
 import  java.io.*;

 //  "input.java"として保存しコンパイルしておくこと。
 public  final   class   input   {           //  inputクラスの定義
     private static  char    ch;             //  1文字を格納する変数
     private static  long    lNum;           //  戻り値を格納する変数
     private static  int     iSign;          //  正/負を表現する変数
     private static  InputStreamReader   isr;//  入力クラスを参照する変数
     input(){}                               //  コンストラクタ
     public  static  long    getLong()   {

         try{                                //  例外の捕捉開始
             isr = new InputStreamReader(System.in);

             ch = (char)isr.read();          //  1文字を読み込む
             if(ch == '-'){                  //  minusの確認
                 iSign = -1;                 //  負数を表現
                 lNum = 0;                   //  戻り値を初期化
             }else if(ch >='0' && ch <= '9'){

                 iSign = 1;                  //  正数を表現
                 lNum = ((int)ch - 48);      //  戻り値を初期化
             }

             while(ch != 0x0D && ch != 0x0A){//  CR, LFになるまで反復する
                 ch = (char)isr.read();      //  標準入力を使う
                 if(ch >= '0' && ch <='9'){  //  0～9までを確認
                     lNum *= 10;             //  桁上げ処理
                     lNum += ((int)ch - 48);

                 }

             }

             lNum *= iSign;                  //  正/負数に変換
         }catch(IOException e){              //  例外ハンドラ
             System.err.println("例外:" + e);//  エラー表示
             System.exit(1);                 //  プログラムの終了
         }

         return lNum;                        //  long型の値を返す
     }

     protected   void    finalize(){         //  ガーベージコレクションから呼び出し
         isr = null;

     }

 }   //  End of input_class

 //  クラスメソッドを扱うプログラム(P187)

 import  java.lang.*;

 import  input;                              //  自作のキーボード入力クラス
 class   Pai {                               //  円周率を定義するクラス
     private static  double  PI = 3.14159265358979;

     public  static  double  getPI(){        //  データアクセスメソッド
         return PI;

     }

 }   //  このクラスはP187app1と全く同様
 public  class   P189app2{                   //  P187app1と同じ機能を持つクラス
     public  static  void    main(String args[]){

         double  radius, area, circumference;

         System.out.println(">>> ");         // プロンプトの表示
         radius = (double)input.getLong();   //  半径を代入
         System.out.println("radius = " + radius);

         area = Pai.getPI() * radius * radius;       //  面積を求める
         circumference = 2.0 * Pai.getPI() * radius; //  円周を求める
         System.out.println("半径 = " + radius);

         System.out.println("面積 = " + area);

         System.out.println("円周 = " + circumference);

     }

 }

【考察】
【例題22】－データアクセスメソッド(data access method)

[ファイル名]

 P189app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P189 appクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P189app"とすること。
【考察】
【例題23】－コンストラクタ(constructor)

[ファイル名]

 P190app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P190 appクラス及びdataクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P190app"と、またクラス名"data"はクラス名"P190data"とすること。
【考察】
【例題24】
[ファイル名]

 P191appl.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P191 appクラス及びdataクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P191app"と、またクラス名"data"はクラス名"P191data"とすること。
 なお、このプログラムは"P190app.java"をコピーして必要な識別子を変更し、コンストラクタ"data()"はそのまま記述しておくこと。
【考察】

【例題25】
[ファイル名]

 P191app2.java

[プログラム]

 //  コンストラクタを扱うプログラム(P191)

 import  java.lang.*;

 class   P191data2  {

     private String  data_string;

     //  C++風にディフォルト引数付きコンストラクタを作成する。
     P191data2(String s = new String("Hello from Java!")){ //  コンストラクタの定義
         data_string = s;

     }

     public  String  getData(){              //  データアクセスメソッド
         return data_string;

     }

 }

 public  class   P191app2{

     public  static  void    main(String args[]){

         System.out.println((new P191data2()).getData());

         System.out.println((new P191data2("Hello to Java!")).getData());

     }

 }

【考察】
【例題26】
[ファイル名]

 stacker.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P193 stackerクラス及びstackクラスのプログラムを作成しなさい。
 なお、次の点について整理をしておくこと。
1  オブジェクトの宣言/定義
2  クラスの宣言/定義
3  アクセス指定子
4  データメンバとメソッド及びコンストラクタ
【考察】

6 変数のスコープ(scope)
Javaの変数スコープは、次のとおりである。
	レベル
	変数の有効範囲

	クラスレベル
	クラス内で宣言した変数(データメンバ/フィールド)は、そのクラス内の全体からアクセスできる。また、アクセス指定子によって、クラス外からもアクセスできる。

	メソッドレベル
	仮引数を含め、メソッド(コンストラクタ)内で宣言した変数は、そのメソッド内でのみ有効となる。

	ブロックレベル
	ブロック({})内で宣言した変数は、そのブロック内でのみ有効となる。これをローカルスコープと言う。⇒ ローカル変数


変数のスコープは、宣言された位置からブロックの後方に向けた範囲となる。
すなわち、宣言する位置は任意だが、変数を宣言した位置よりも前方でその変数にアクセスするとコンパイルエラーとなる。
また、ローカル変数または仮引数と同じ名前のデータメンバ/フィールドが宣言されている場合、そのデータメンバ/フィールドは隠蔽されアクセスできない。

(1)  barメソッド内で、ローカル変数"type"を新たに宣言すると、Fooクラスのインスタンス変数"type"は隠蔽され、直ちにはアクセスできない。
(2)  コンストラクタの仮引数名を、インスタンス変数と同じ名前にすると、インスタンス変数は隠蔽され、直ちにはアクセスできない。
(3)  コンストラクタとメソッドの仮引数は、ローカルスコープを持つ。
【例題27】
[ファイル名]

 P195app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P195 appクラス及びClassクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P195app"と、またクラス名"Class"はクラス名"ClassP195"とすること。
【考察】
【例題28】
[ファイル名]

 Opapp21A.java

[プログラム]

 public  class   Opapp21A{

     public  static  void    main(String args[]) {

         //  MovePhoneクラスオブジェクトの生成
         MovePhone   mp = new MovePhone("0120-123-456");

         mp.put_fields();

         //  FixedPhoneクラスオブジェクトの生成
         FixedPhone  fp = new FixedPhone("050-1234-567", "Aichi Pref.");

         fp.put_fields();

     }

 }

 class   Telephone   {

     //  インスタンス変数
     String  TelephoneNumber;                //  電話番号
 }

 class   MovePhone   extends Telephone   {

     //  追加するインスタンス変数
     int BatteryRemaining = 100;             //  電池残量
     //  コンストラクタ
     public  MovePhone(String TelNum){

         TelephoneNumber = TelNum;

      }

     public  void    put_fields(){

         System.out.println("Battery = " + BatteryRemaining);

         System.out.println("TelephoneNumber " + TelephoneNumber);

     }

 }

 class   FixedPhone  extends Telephone   {

     //  追加するインスタンス変数
     String  InstallationSite;               //  地域名
     //  コンストラクタ(誤り)

     public  FixedPhone(String TelephoneNumber, String InstallationSite)   {

         TelephoneNumber = TelephoneNumber;

         InstallationSite = InstallationSite;

     }

     public  void  p  ut_fields(){

         System.out.println("InstallationSite = " + InstallationSite);

         System.out.println("TelephoneNumber " + TelephoneNumber);

     }

 }

【考察】
データメンバ/フィールドの隠蔽とthis
thisは、自分自身のオブジェクトへの参照を表す。
したがって、隠蔽されたデータメンバ/フィールドにthis.を付けると、ブロック内からデータメンバ/フィールド(クラス変数、インスタンス変数)にアクセスできる。
なお、thisはインスタンスメソッド内で使用できるが、クラスメソッド内では使用できない。
【例題29】
[ファイル名]

 Samp29.java

[プログラム]

 public  class   Samp29  {

     public  static  void    main(String args[]){

         Root    rt = new Root();

         System.out.println("Square root of 2 = " + rt.print_root());

     }

 }

 class   Root    {

     private double  root;                   //  double型データメンバの定義
     Root(){                                 //  デフォルトコンストラクタの定義
         root = 2.236067977;                 //  誤った平方根を代入
     }

     public  double  print_root(){           //  print_root()メソッドの定義
         double  root = 1.414213562;         //  double型ローカル変数の定義
         this.root = root;               //  ローカル変数の値をデータメンバに格納
         return root;

     }

 }

【考察】
再帰呼び出し(recursive call)

Javaでは、メソッドの中から更に自分自身(メソッド)を呼び出すことができる。
また、Javaではメソッドが呼び出されるたびに、そのメソッド内のすべてのローカル変数は新しい記憶領域にスタックされる。

【例題30】
[ファイル名]

 P197app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P197 appクラスとcalculatorクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P197app"と、またクラス名"calculator"はクラス名"calculatorP195"とすること。
【考察】

7 ガベージコレクション(garbage collection)とメモリ管理
Javaでは、new演算子によってオブジェクトにメモリが割り当てられる。しかし、new演算子によって割り当てられたメモリは、プログラマは解放することができない。
Javaでは、不要になったオブジェクトに割り当てられたメモリは、Javaに組み込まれているガベージコレクションによって自動的に解放される。⇒ ガベージコレクタ(garbage collector)

なお、Javaにガベージコレクションを実行させるには、参照にnullを代入する。

また、Javaにはポインタと言う概念がない。
【例題31】
[ファイル名]

 Samp31.java

[プログラム]

 public  class   Samp31  {

     public  static  void    main(String args[]){

         Integer i = new Integer(5);     //  オブジェクトにメモリを割当てる
         System.out.println("i = " + i.data);


         System.gc();                    //  ガベージコレクタを明示的に呼び出す
         i = new Integer(6);             //  解放されたメモリの再利用
         System.out.println("i = " + i.data);

     }

 }

 class   Integer {                       //  Integerクラスの定義
     public  int data;                   //  データメンバの定義
     Integer(int d){                     //  コンストラクタの定義
         data = d;                       //  データメンバの初期化
     }

     public  void    finalize(){         //  ガベージコレクション開始
         System.out.println("ガベージコレクタの動作開始...");

     }

 }

【考察】
· Systemクラスのgc()メソッドは、ガベージコレクタを明示的に呼び出す。
· ①をコメントアウトして、動作を確認しなさい。


【例題32】
[ファイル名]

 P201app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P201 appクラスとDataクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P201app"と、またクラス名"Data"はクラス名"DataP201"とすること。
【考察】

【例題33】
[ファイル名]

 P198app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P198 appクラスとDataクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P198app"と、またクラス名"Data"はクラス名"DataP198"とすること。
 また、"//  コードを書く"と"//  さらにコードを書く"の直下に、次のプログラムコードを追加コーディングし実行しなさい(実行時エラーをメモすること)。
 System.out.println("intdata = " + d.intdata);    ← 追加コーディング
【考察】
· 追加コーディングの"d.intdata"を"d"に変更して参照を確認しなさい。

【例題34】－循環参照の例
[ファイル名]

 P199app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P199 appクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P199app"とすること。
[出力例]

 Exception in thread "main" java.lang.StackOverflowError

         at b.<init>(P199app.java:16)

         at a.<init>(P199app.java:8)    の繰返しになる。
【考察】
8 メソッドのオーバーロード(overload)
メソッドのオーバーロードとは、クラス内にメソッド名以外のシグネチャ(signature)が異なるメソッドを複数定義することである。⇒ 多重定義
また、メソッドのオーバーロードは、継承によってオーバーロードされる場合もある。
Javaでは、オーバーロードされたメソッドの識別は、"仮引数の数"と"仮引数の型"によって行われる。
【例題35】－メソッドのオーバーロード
[ファイル名]

 P202app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P202 appクラスとcalculatorクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P202app"と、またクラス名"calculator"はクラス名"calculatorP202"とすること。
【考察】

【例題36】－メソッドのオーバーロード
[ファイル名]

 Samp36.java

[プログラム]

 public  class   Samp36  {

     public  static  void    main(String args[]){

         //  CellularPhoneオブジェクトの生成
         CellularPhone   cp = new CellularPhone("123-4567");

         //  電池残量を表示
         System.out.println("Battery remaining = " + cp.getBatteryRemaining());

         //  電池残量を9にする
         System.out.println("Battery set to 9.");

         cp.setBatteryRemaining(9);

         //  電池残量のチェック(1)

         if(cp.isBatteryEmpty()){

             System.out.println("#1 Battery is empty.");

         }else{

             System.out.println("#1 Battery is not empty.");

         }

         //  電池残量のチェック(2)

         if(cp.isBatteryEmpty(10)){

             System.out.println("#2 Battery is empty.");

         }else{

             System.out.println("#2 Battery is not empty.");

         }

     }

 }

 class   CellularPhone extends Telephone {   //  サブクラスCellularPhoneの定義
     private int batteryRemaining = 100;

     public  CellularPhone(String telNum){   //  コンストラクタ
         telephoneNumber = telNum;

     }

     public  int getBatteryRemaining(){      //  電池残量の取得
         return batteryRemaining;

     }

     public  void    setBatteryRemaining(int newRemaining){//  電池残量の更新
         batteryRemaining = newRemaining;

     }

     public  boolean isBatteryEmpty(){       //  電池残量のチェック(1)

         return (batteryRemaining < 1);

     }

     public  boolean isBatteryEmpty(int Limit){  //  電池残量のチェック(2)

         return (batteryRemaining < Limit);

     }

 }

 class   Telephone   {                       //  スーパークラスTelephoneの定義
     String  telephoneNumber;                //  データメンバの定義
 }

【考察】

コンストラクタのオーバーロード
コンストラクタのオーバーロードとは、クラス内に"仮引数の数"と"仮引数の型"の異なるコンストラクタを複数定義することである。⇒ 多重定義
Javaでは、オーバーロードされたコンストラクタの識別は、"仮引数の数"と"仮引数の型"によって行われる。
なお、Javaでは、プログラマがクラス内にコンストラクタの実装の記述をしない場合、次のようなデフォルトコンストラクタ(default constructor)の補充がコンパイラによって行われる。
【構文】－ デフォルトコンストラクタ(default constructor)

public  class-name(){}
class-name  … クラス名を指定する。
解説：クラス内の変数を、Javaのデフォルト値(№１-8参照)で自動的に初期化する。
(例)－ テキスト・P203
 data(char[] c){                     //  文字型配列を受け取るコンストラクタ
     data_string = new String(c);    //  インスタンス変数の初期化
 }

 data(String s){                     //  文字列を受け取るコンストラクタ
     data_string = s;                //  インスタンス変数の初期化
 }

【例題37】
[ファイル名]

 P204app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P204 dataクラスとP205 appクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"data"はクラス名"dataP204"と、またクラス名"app"はクラス名"P204app"とすること。
 (一つのソースファイルにコーディングして良い。)

【考察】
値渡し(call by value)と参照渡し(call by reference)
Javaでは、メソッドの呼び出し時の実引数が基本データ型あるいはリテラルの場合、メソッドには実引数のコピーが引き渡される。これを値渡し(call by value)と言う。
値渡しでは、実引数は常に保護され、メソッドによって更新されることはない。
一方、メソッドの呼び出し時の実引数がオブジェクトあるいは配列の場合、メソッドにはオブジェクト(配列)への参照のコピーが引き渡される。これを参照渡し(call by reference)と言う。
参照渡しでは、実引数で参照しているオブジェクトに直接アクセスできるので、メソッドによって更新することができる(ただし、参照先は変更できない)。
【例題38】
[ファイル名]

 Samp38.java

[プログラム]

 class   DataP205{

     public  int int_data;                   //  フィールドの定義
     void    update(int d){                  //  メソッドの定義
         d *= 2;                             //  仮引数の値を2倍する
         int_data = d;                       //  フィールドに代入
     }

 }

 public  class   Samp38  {

     public  static  void    main(String args[]){

         int         int_data = 2;           //  基本データ型変数の定義と初期化
         DataP205    d = new DataP205();     //  DataP205型変数の定義と初期化
         d.update(int_data);                 //  メソッドの呼び出し
         System.out.println("int_data = " + int_data);

         System.out.println("d        = " + d.int_data);

     }

 }

【考察】
【例題39】
[ファイル名]

 P206app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P206 appクラス、Dataクラス及びprinterクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P206app"と、クラス名"Data"はクラス名"P206Data"及びクラス名"printer"はクラス名"P206printer"とすること。
【考察】
【例題40】
[ファイル名]

 P207app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P207 appクラス、Dataクラス及びClassクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P207app"と、クラス名"Data"はクラス名"P207Data"及びクラス名"Class"はクラス名"P207Class"とすること。
【考察】
【例題41】
[ファイル名]

 P208app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P208 appクラスとCalculateクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P208app"と、クラス名"Calculate"はクラス名"P208Calculate"とすること。
【考察】
thisキーワード
Javaでは、クラスのインスタンスメソッドが呼び出される場合、メソッドに対して暗黙的にthis参照が引き渡される。
【例題42】
[ファイル名]

 Samp42.java

[プログラム]

 class   MyClass {

     private int data;                       //  フィールドの定義
     public  void    setData(int n){         //  メソッドの定義
         this.data = n;

     }

     public  int     getData(){              //  メソッドの定義
         if(this instanceof MyClass){        //  this参照
             System.out.print("getData()を呼び出したオブジェクトは");

             System.out.println("MyClassのインスタンスである。");

         }

         return this.data;                   //  this参照
     }

 }

 public  class   Samp42  {

     public  static  void    main(String args[]){

         MyClass mc = new MyClass();         //  MyClassクラスのインスタンスを生成
         mc.setData(100);                    //  クラスのメソッドにアクセス
         System.out.println(mc.getData());   //  クラスのメソッドにアクセス
     }

 }

【考察】
【例題43】
[ファイル名]

 P209app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P209 appクラス、Dataクラス及びprinterクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P209app"と、クラス名"Data"はクラス名"P209Data"及びクラス名"printer"はクラス名"P209printer"とすること。
【考察】
戻り値の値渡し(call by value)と参照渡し(call by reference)
Javaでは、メソッドの呼び出し時の戻り値が基本データ型あるいはリテラルの場合、メソッドは値のコピーを返す。これを値渡しと言う。
一方、メソッドの呼び出し時の戻り値がオブジェクトあるいは配列の場合、メソッドはオブジェクト(配列)への参照のコピーを返す。これを参照渡しと言う。
【例題44】
[ファイル名]

 Samp44.java

[プログラム]

 class   MyValClass  {

     private int data;                       //  フィールドの定義
     public  void    setData(int n){         //  メソッドの定義
         data = n++;                         //  仮引数をインクリメント演算
     }

     public  int     getData(){              //  メソッドの定義
         return data;                        //  フィールド値を返す
     }

 }

 public  class   Samp44  {

     public  static  void    main(String args[]){

         MyValClass  mvc = new MyValClass(); //  MyValClassクラスのインスタンス生成
         int         n = 500;                //  基本データ型変数の定義と初期化
         mvc.setData(n);                     //  メソッドの呼び出し
         System.out.println("mvc.setData(n)呼び出し後のn = " + n);

         //  メソッドの呼び出しと戻り値のインクリメント演算
         System.out.println("mvc.getData() = " + (mvc.getData())++);

     }

 }

【考察】
· メッセージを確認後、②をコメントアウトしてから、再度コンパイル&実行しなさい。
【値渡し】

実引数は、
基本データ型である。
戻り値は、
基本データ型である。
【例題45】
[ファイル名]

 Samp45.java

[プログラム]

 class   MyStrClass  {

     private StringBuffer    data;           //  フィールドの定義
     public  void    setData(StringBuffer strbuff){  //  メソッドの定義
         data = strbuff;                     //  フィールドに仮引数を代入
         data.reverse();                     //  文字列を反転する
     }

     public  StringBuffer    getData(){      //  メソッドの定義
         return data;                        //  StringBufferクラスの参照を返す
    }

 }

 public  class   Samp45  {

     public  static  void    main(String args[]){

         MyStrClass  msc = new MyStrClass(); //  インスタンスの生成と初期化
         StringBuffer    str1 = new StringBuffer("String");

         msc.setData(str1);                  //  メソッドの呼び出し
         System.out.println("msc.setData(str1)呼び出し後のst1r = " + str1);

         StringBuffer    str2 = msc.getData();   //  メソッドの呼び出し
         str2.append(100);

         System.out.println("戻り値str2変更後のstr1 = " + str1);

     }

 }

【考察】
【参照渡し】
実引数と戻り値が、オブジェクトである。
【例題46】
[ファイル名]

 P211app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P211 appクラス、ObjectFactoryクラス及びCreatedClassクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P211app"とすること。
【考察】
【例題47】
[ファイル名]

 P212app.java

[プログラムの説明]

 テキスト・P212 appクラスとArrayFactoryクラスのプログラムを作成しなさい。ただし、クラス名"app"はクラス名"P212app"とすること。
【考察】
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 int iNumber;
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 s =  add(10, 20);





 int add(int a, int b){


     return (a + b);


 }





 メソッドadd
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 クラスのデータメンバは、非公開属性として保護せよ。


 また、データメンバへのアクセスは、データアクセスメソッドによって行なうこと。
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 クラスのメソッドは、アクセス指定子によって、公開、保護及び非公開を指定できる。
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 クラスメソッドは、オブジェクト(インスタンス)を生成せずに、クラス名によって


 呼び出すことができる。
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 コンストラクタのシグネチャ(signature:識別子と仮引数リスト)が異なるコンスト


 ラクタは、オーバーロードできる。





     int foobar;


     for(int i = 0; i < 10; i++){


         for(int j = 0; j < 10; j++){





         }


     }


 }   //  End of bar()








 public  void    bar(int baz){


 





…





 class   Foo {





 };





     //  クラス変数の定義


     public  static  int size;


     //  インスタンス変数の定義


     private String  type;


     //  メソッドの定義
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スコープ(scope)





     if(n == 1){


         return n;


     }else{


         return n * fact(n - 1);


     }





 public  int fact(int n)





     if(n == 1){


         return n;


     }else{


         return n * fact(n - 1);


     }





 public  int fact(int n)





互いに独立した変数
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 Javaにはdelete演算子はなく、参照されなくなったメモリはJavaのガベージコレクションによって解放される。
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 クラス内にfinalize()メソッドが存在する場合、ガベージコレクタはガベージコレクションの際にこれを呼び出す(本来は記述する必要はない)。
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return data;
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StringBuffer str1 =


 new StringBuffer("String");





StringBuffer str2 =


 msc.getData();
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data = strbuff;
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return data;
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